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〒355-0807 埼玉県比企郡滑川町和泉 873 

TEL0493-56-6123  FAX0493-56-6124 

 

介護老人保健施設いづみケアセンター 

いづみのホームページ https: //www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

編 集 後 記 

 数年前にリニューアルした中庭の柿の木に

ついに実がなりました。新型コロナウイルスで

暗いニュースが多い中、ほっこりとした気持ち

になる嬉しいニュースでした。        

編集責任者 金子 弘幸 

 

 

今年の夏を熱く彩った 2020 東京オリンピックとパラリンピック。本来は 1 年前に開催される予定

が延期となっての開催でしたが、皆さまはどうご覧になったでしょうか。この舞台を夢見て努力して

きた選手達にとっては計りしれないプレッシャーがあったのではないでしょうか。私もテレビを通し

て多くの競技を観戦し、選手達の戦う姿を見るだけで勇気をもらいました。このように人から感動を

与えられると自分もまた頑張ろうという思いが沸いてきます。 

さて、私達いづみケアセンターは老健の超強化型に移行して早半年が経ちました。特に入所されて

いる方の在宅復帰には力を入れて取り組んでおり、入所された方が当施設でのリハビリを通して徐々

に動けるようになり、出来ることが増えていく姿を見ると本当に嬉しく思います。そして念願であっ

た自宅へ戻ることが叶った時の利用者様の喜ぶ姿を見れば感慨もひとしおです。在宅復帰後は当施設

のショートステイ、通所リハビリ、訪問リハビリを利用される方が多くいらっしゃいます。自宅での

生活を長く続けていくための在宅生活継続支援も老健の私達が担う重要な役割でございます。これら

の役割を全うしていくためにも私達老健の職員は豊富な知識と確かな技術が必要ですので、当施設で

は職員の知識向上を目的としたグレードアップという勉強会を毎月実施しております。さらに職員

個々で研修に参加したり資格取得を目指すべく励んでいる職員もおり、利用者様の願いを叶えるため

にも私達は日々研鑽を積んで参ります。また、老健では医師、看護師、介護福祉士、管理栄養士、 

ケアマネージャー、相談員、リハビリと様々な職種でチームを組み利用者様の生活支援に携わらせて

頂いております。その利用者様の理想とする生活を支えるために私達が出来ることはどのようなこと

なのかを、ケアプランという目標を立案してチーム一丸で取り組んでおり、私もリハビリテーション

課の責任者としてこのチームの結束力をさらに高めていくことに尽力して参ります。 

「いづみに行ったら元気になった」と皆様に喜びと感動を与えられるような施設を創り上げられる

よう努めて参ります。 

 

 

■リハビリ通信 

「地域の皆様に感動を与えられる施設へ」  

リハビリテーション課  

主 任  高 井 康 孝 

 

■ スタッフブログ 

 広報誌だけではお伝えする事が出来ない施設で

の取り組みや、日々の行事等を載せています。是非

一度下記 URL にてご覧下さい。 

https://www.kokoro.or.jp/izumi-care/ 

 

 

 

 

■新型コロナウイルス感染症対策に関するお知らせ 

 新型コロナウイルス感染症予防の為、引き続き下記の対応を取らせて頂いております。皆様には 

多大なご迷惑をお掛けしますが、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

 

記 
 

① サービス利用前に 37.5 度以上の発熱や呼吸器症状がある場合は、利用を見合わせて頂きます。 

この場合、解熱後 48 時間経過して体調に異常が無ければ再利用が可能です。 
 

② サービス利用中はマスクの着用をお願いします。 
 

③ 入所利用者様のご面会はオンライン面会のみと致します。人数は 3 名までとし、必ずマスクの着用

をお願いします。また体調不良の場合はお控え頂けます様、お願いします。 
 

④ 入所利用者様の外出・外泊は原則不可です。但し、当施設の医師が受診を必要と判断した場合の 

外出や在宅復帰前提の外泊は可能です。 
 

⑤ 家族様による洗濯物の回収、お届けは可能です。取り次ぎは午前 8 時 30 分から午後 4 時 30 分 

までの間とさせて頂きます。 

 

 
 

以  上 

 

※上記は今後の状況の変化に応じて変更する可能性があります。予めご了承ください。 

老健は多職種協働の場です。医師、看護師、介護福祉士、

管理栄養士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士が 

チームを組み、口から食べる支援に取り組んでおります。

胃ろうで栄養をとっていた何名もの方が口から食べられ

るようになっております。食べることが出来た時の喜びの

顔を見ますとこちらも嬉しくなります。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年の夏祭りも例年通りの開催は出来なかった為、かき氷、焼きそば、フライドポテトの

移動式模擬店を出店して皆様のお部屋に伺いました。お祭りの BGMも流し、皆様と一緒に夏

を楽しみました。どれも大変好評で、おかわりをされる利用者様もいらっしゃいました。 

長寿を祝う会 
9 月 20 日（月）の敬老の日に「長寿を祝う会」を開催致しました。今年も新型コロナウイルス 

感染症拡大防止の為、規模を縮小して実施しましたが、心を込めてお祝いをさせて頂きました。 

喜寿、米寿、百寿、施設最高齢となる１０４歳の方々１２名の表彰をさせて頂きました。皆様 

おめでとうございました。 

「日刊スポーツ 7月 23日

発刊号」に通所課介護職の

森田和裕さんの記事が載

りました。森田さんは 2月

28日に開催された「びわ

湖毎日マラソン」で 2時間

20分 7秒のタイムで世界

記録を達成しました。 

入所課夏祭り 

表彰式 長寿祝い膳をご提供 

記念撮影 

通所課長寿を祝う会 

9 月 16 日と 17 日に通所課の長寿を祝う会を開催しました。喜寿、米寿、百寿の６名の方々を

表彰させて頂きました。お赤飯を炊いて皆様に提供し、民話の「へっこき嫁さん」を職員が披露

しました。 

 

 

通所課夏祭り 

8 月 10 日から 12 日の 3 日間で通所課夏祭りを行いました。職員が太鼓を披露し、北島三郎

の“まつり”に合わせた踊りや盆踊りを行いました。おやつにはたこ焼き、フランクフルト、

あんみつを提供させて頂きました。職員も浴衣、祭り着に着替え夏祭り気分を満喫して頂き 

ました。 

 

 


